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区営住宅 入居者募集2 面

28年4月入園 保育園・子
ども園（保育園機能）入園
の申し込み

4・5 面

8 面 11月16日から 新宿歌舞伎町
区役所通りイルミネーション

　区では、区民の皆さんが生涯にわたって

歯と口の健康づくりに取り組めるよう、新

宿区四谷牛込歯科医師会・新宿区歯科医師

会と連携し、年代に合わせた歯科保健事業

を実施しています。いつまでも自分の口で

おいしく食事ができるよう、定期的な健診

や医療機関の受診で、口の中の健康を守り

ましょう。

【問合せ】健康推進課健康事業係（第2分庁

舎分館1階）（5273）3047・（5273）

3930へ。

子どもの歯と口の健康のために

　デンタルサポーターは、区の研修を受講した歯

科医師・歯科衛生士や保育園・子ども園の保育士・幼

稚園教諭などの子育て専門職です。

　診療や歯のケア、園での日常的な触れ合いを通

じて、子どもと子育て中の保護者の歯と口の健康

を支援しています。

歯と口の健康チェックと

フッ化物塗布

　区内在住の3歳～6歳児は、デンタルサポー

ターのいる区の指定医療機関で年2回、無料で

健康チェック（歯科健診）と、歯の質を強くし、

むし歯になりにくくする効果のあるフッ化物

の塗布を受けられます。

　対象の方には、4月末に区から受診票（2回分）

を発送しています。受診票がお手元にない方

は、健康推進課健康事業係へご連絡ください。

　26年度に、区内の全小学校・特

別支援学校の児童を対象に区が

実施した「歯と口の健康チェッ

クアンケート」では、右記などの

結果が出ました。

　歯や口の健康には、幼少期か

らの生活習慣やしっかりケアす

ることが大切です。歯科健診な

どを活用し、歯の病気を予防し

ましょう。

妊婦の歯と口の健康のために
　妊娠中は歯肉が炎症を起こしやすく、むし歯や歯周病が悪化しやすい状態です。

歯周病は、低体重児の出産や早産の原因になることもあります。安心して出産を迎

えるために、特に異常がない場合でも歯科健診を受けましょう。

妊婦歯科健康診査

　デンタルサポーターのいる区の指定医療機関で、妊娠中から産後1年までの期間

に1回、無料で受診（歯科健診と歯科保健指導）できます。

　区内在住で妊娠中の方に、母子健康手帳と一緒に受診票をお渡ししています。受

診票がお手元にない方は、健康推進課健康事業係へご連絡ください。

大人の歯と口の健康のために
　歯周病は、歯を失う大きな原因のひとつで、糖尿病など全身の健康に

も影響します。若いうちから定期的に健診を受けて、歯と口の健康状態

をチェックし、早めの対策を心掛けましょう。

◆歯周病は糖尿病の第6の合併症

　歯周病は、網膜症・腎症・神経障害・心筋梗塞・脳梗塞に次いで、糖尿

病の第6の合併症とされ、糖尿病の人は歯周病になりやすいといわ

れています。最近の研究では、歯周病が改善すると糖尿病の状態も

改善するという報告もあります。

◆区内在住で20歳以上の方は年1回受診できます

歯科健康診査

　デンタルサポーターのいる区の指定医療機関で年1回、400円の自己

負担で受診（問診・口腔内診査・歯科保健指導）できます。

　20歳・30歳・40歳・50歳・60歳・70歳・75歳・80歳の方には、5月に受診

票を発送しました。受診票がお手元にない方は、健康推進課健康事業係

へご連絡ください。

※70歳以上・生活保護を受けている世帯・27年度の住民税が非課税の世

帯の方は無料（非課税の世帯は、受診前に非課税であることを確認する

ための同意書の提出が必要）。

あなたの 食食事事のの「「飲飲みみここみみ」」
大丈夫ですか

喉に食べ物が残る感じが
する

半年前と比べて固いもの
が食べにくくなった

お茶や汁物などで
むせることがある

以前に比べて食べるの
が遅くなった

口の渇きが気になる

6か月で2㎏以上体重が
減った

保保健健セセンンタターーでで実実施施すするる
歯歯とと口口のの健健康康支支援援事事業業ににごご参参加加くくだだささいい

　保健センターでは、歯科健診や歯科相談、お口の健康教室など

を通じ、乳幼児から高齢者までの歯と口の健康づくりを支援し

ています。

　各事業は、広報しんじゅく（7面「保健だより」で、12月に実施

する事業を紹介しています）や新宿区ホームページ、対象の方へ

の通知などでお知らせしています。詳しくは、各保健センターへ

お問い合わせください。

　１つでも当てはまる方は、摂食嚥下
せっしょくえんげ

障害を疑い、早めにかかり

つけ医等に相談しましょう。

【問合せ】健康推進課在宅療養支援係（三栄町25、四谷保健センタ

ー等複合施設内）（5312）9925・（3226）2237へ。
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してみましょう
区の指定医療機関で実施

デンタルサポーターが
子どもの歯と口の健康を応援していまますす

1年以内に肺炎と診断さ
れたことがある

◆3歳～6歳児は年2回無料で受診できます

◆妊娠中～産後1年に1回無料で受診できます

フッ化物塗布（下
記）を受けた児童
は、受けていない児
童に比べ、むし歯が
30%程度少ない

毎日甘いものを
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多い

区の指定医療機関で実施

区の指定医療機関で実施
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11月20日

完了予定

地震に強い建物に

生まれ変わります

11月16日から点灯

新宿歌舞伎町区役所通り

イルミネーション
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